




要約:ウイルソン病のマススクリーニング対象を新生児から乳幼児へ広げる手段として、

開業小児科医に感冒などの病気で受診する患児・保護者を対象に、開業現場における任意

のスクリーニングを平成 8 年 10 月より開始した。今回は 8 医院でシステムが稼働するか

どうかを検討した。各医院で保護者から同意と承諾をもらい検査料を徴収し、熊本市医師

会検査センターでセルロプラスミン濃度を測定した。 12 月までの 3 力月間に計 335 名が

検査を受けた。この集団での血中セルロプラスミン濃度の平均値は 37mg/dL で、今回のカ

ットオフ値 15mg/dL は全体の 1.2%未満に相当した。受診年齢は 1-3 才が多かった。今回

の経験から、任意のスクリーニングシステムは開業医レペルで十分に機能することがわか

った。今後は熊本市全域・近郊へこのシステムを拡大する方向で検討中である。


